
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    改めて 安井息軒とは… 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 勝海舟と山岡鉄舟が明治天皇の先生の依頼に 

 （さし絵：故 大神敏男氏）           明治になって徳川家を継いだ 

千鳥ヶ淵とイギリス大使館中間地点の標示板 徳川家
いえ

達
さと

書。先生誕生の地碑文 

三 計 の 教 え 

そっけん 

息軒だより 

一日の計は朝
あ し た

にあり 

一年の計は春にあり 

 一生の計は少壮
し ょ う そ う

の時にあり 
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QRコードを読み取ると、記念館の
ホームページがご覧になれます 

安井息軒は江戸時代も終わりに近い寛政 11年（1799）１月１日飫肥藩清武郷に生ま

れ、日本を近代的な法治国家へと導いた知の巨人です。息軒は多面性のあるがゆえに、

分かりづらいところがあります。そんな息軒のすごさは、次の 4つに集約されます。 

～ 学者として ～ 
〇 文久の三博士と呼ばれ、中でも息軒が

随一といわれた。 

〇 息軒の学識や名声は中国（清）や朝鮮

にも知られていた。 

〇 資料約 7,000点は慶應義塾大学に安

井文庫として保管と研究が。没後も著作

が次々と出版。 

儒学のみなら

ず法学、洋学

蘭学、数学、

天文学、国学

… 

安井息軒４つ

のすごさ    

～ 教育者として ～ 

〇 清武の明教堂、飫肥の振徳堂、江戸の三計 

 塾ほかで約 2,000人の優秀な弟子たちを

育てた。 

〇 その中には陸奥宗光、谷干
た て

城
き

、井上毅
こわし

らが

いる。 

〇 勝海舟、山岡鉄舟から明治天皇の先生を

依頼された。 

〇  

～政治アドバイザーとして～ 

〇 14代将軍徳川家
い え

茂
も ち

に謁見。 

〇 徳川斉
な り

昭
あ き

や老中、堀田正睦
ま さ よ し

・板倉勝
か つ

静
き よ

・

小笠原長行
な が み ち

らに内政、外交等様々なアド

バイスを。 

〇 白河の代官に任命されたが辞退。 

郷土や日本の発展に貢献 
〇 飫肥に移住した年には間引きを禁止。 

〇 息軒のもとには全国から弟子が…その弟 

子たちから二期作や養蚕、種痘等の情報を収

集。清武・飫肥・宮崎に紹介。 

〇 弟子たちの活躍を通じて法治国家の建設 

と日本の近代化に大きく貢献。 
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講座・イベント等年間スケジュール（概要） 

Ⅰ 講座等  お申し込みとお問い合わせはすべて当館までどうぞ！ 

 １ 安井息軒記念館講座 10：00～11：45 
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       Ⅱ 企画展          

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 安井息軒記念講演会・息軒デー 9月 23日（月・祝） 13：30～15：00 宮崎市民文化ホール 

    

 

 

 

Ⅳ 史跡探訪 

 

 

 

Ⅴ 安井息軒関連作品展等 

  

 

 

Ⅵ その他 

 

 

 

 

 

 

月 日   演   題 講   師 

６ 22 

土 

港町油津の変遷 

～ 薩摩の時代・飫肥

の時代 ～ 

放送大学歴史研究会 

那良則人氏 

９ 21 

土 

西南戦争で西郷軍に 

参加した飫肥隊 

日南市文化財専門担当員 

長友禎治氏 

10 19 

土 

書体と字体 宮崎大学教育学部教授 

山元宣宏氏 

11 ９ 

土 

新息軒伝「国際派のご

意見番」としての活躍 

NPO法人安井息軒顕彰会 

諸岩則俊氏 

11 30 

土 

書道芸術の萌芽 宮崎大学教育学部教授 

山元宣宏氏 

12 １ 

日 

明治イギリスの対日政

策と小村外交 

宮崎産業経営大学教授 

甲斐睦教氏 

12 21 

土 

日向国の戦い 

    その２ 

日南市生涯学習課副主幹 

(学芸員) 佐藤智文氏 

２ ８ 

土 

無所属新人安井息軒 

   息軒の政策論 

宮崎大学特別准教授 

青山大介氏、安井息軒

記念館 久保田・川口 

 

２ 息軒会読Ⅱ 日曜 13：30～15：30 

  講師 青山大介氏 

宮崎大学学び・学生支援機構特別准教授 

当館の元学芸員が講師を務めます。昨年好評

でした安井息軒著『弁妄』につづき、『鬼神

論』『与某生論共和政事書』を一緒に読み、分

かりやすく解説を加えていく講座です。 

 7 月 21日、28日、8月 25日  

13：30～15：30、原則 3回通しの参加です。 

１ 秋のロビー展 ９/１(日)～11/３（日） 

 「維新に散った非命の士 ～ 雲井龍雄 ～」 

   米沢藩士雲井龍雄の生涯を息軒やその門下生

との交流を中心に描きます。 

2 冬の企画展 1/12（日）～3/23（日） 

 「無所属新人 安井息軒 ～ 息軒の政策論 ～」 

      安井息軒の『救急或問』『時務一隅』などの

著書を手掛かりに、老中等に対する政治顧問と

しての側面に焦点を当てます。 

１ 息軒ふるさとウォーク   
   3/２(日) 9：00～12：00 
 清武城跡、船引神社、中山寺跡、伊東祐堯の
墓、…などの史跡を巡ります。 

２ 安井息軒記念館バスツアー   
     12/9(土)  8:30～16：30  
  高鍋町歴史総合資料館、高鍋城址、黒水家住宅など 
の史跡を巡ります。 

 

N 

 

                                                                                                                                                                                                                                                

1 息軒顕彰書道展・自由研究・絵画・似顔絵展 

  募集期間 7月 31日 ～ 8月 31日 

  発表会・表彰式 10月 27日（日） 

２ 息軒顕彰短歌・俳句・川柳展 

  募集期間 1月 10日 ～ 2月 12日 

  表彰式  3月９日（日） 

🌸安井息軒梅まつり 

2 月 11 日（火・祝） 

梅の開花に合わせて 

ステージ発表、呈茶、

四半的、かるた、クイ

ズラリー等 

夏休みこども息軒塾 
小学生対象。息軒かるた、地域
探訪、仲平豆づくり、絵手紙等… 
①7月 23日、②30日、③8月 6
日、④20日 9：30 ~  11:45  

お佐代さんを偲ぶ会 

1 月 11 日（土）息軒廟前・献花等 

呈   茶    

梅の花咲く季節に茶室「香梅庵」で美

味しいお茶を（無料） 

2 月 1,2,4,5,6,7,8,9 日 

小学生息軒かるた大会   

冬の季節、かるたを楽しみましょう！ 

予選：1/11(土) 決勝：2/11(梅まつり) 

演題： 「戸思想 の中の安井息軒」 講師：早稲田大学非常勤講師 大場一
か ず

央
お

氏  

 大場氏は儒学について幅広く研究され、産経新聞の連載で「日本の道統」を執筆。その中で安井息軒 

についても詳細に触れておられます。今年は清武文化会館が改修工事にかかるため、宮崎市民文化ホー 

ルイベントホールで開催します。そのほか当日は「息軒の日」として合唱や詩吟等も… 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こぞってご参加を… 今年も息軒会読Ⅱ 開講します✨ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み こども息軒塾に入塾しませんか？ 

 

 

 

 

 

 

ふと気が付くと夏休みまで残りひと月足らず。昨年は記念館の空調工事の関係で、夏休みには開催できなかっ

たこともあり、年間を通じてファミリー息軒塾として開催。今年は元にもどして夏休みに開催します。内容は息

軒先生に関する学習や息軒かるた、仲平豆づくり、絵手紙製作、息軒のふるさと探訪…と盛りだくさん。対象は

小学生です。日程等は2面の左下にあるように、毎週火曜日 9時半から… それまでは早めに来て宿題をやって

もかまいません。さあ、あなたも、おともだちも、ご家族もこぞってご参加ください。申し込みは記念館まで🍀 

学芸員 さわやか通信    ～ 着任から 2か月 ～  🍀 

 

学芸員の久保田です。四月に着任し、２か月経ちました。経験の無いところからのスタートで、学芸員業

務も息軒研究も手探りで行っているような状態です。幸いにも経験豊富な記念館職員の皆様のご指導のもと、

不慣れながら業務を執り行っております。 

記念館で働き始めて感じたことは、地域の方々に密着している施設であることです。幼稚園児や小学生が

当館に見学に来た際の様子を見ていると特に感じます。難解な展示内容であるため、子どもたちがすべてを

理解することはできなくても、安井息軒という人物がいたことを知って成長していく。そういった環境とい

うのは地元を知り、アイデンティティーを形成するうえで重要な土壌であるなと感じます。また、幼少期に

息軒旧宅で遊んでおり、また見に来たという方が来館されることがあります。当館のような施設や郷土の偉

人に関連する地は生涯を通して影響を与えるというのを目の当たりにして、身の引き締まる想いです。質の

高い研究成果を提供できるようにしたいと改めて想いました。 

 安井息軒の勉強に関しては資料が膨大で、何も知識がないまま手当たり次第に手を付けてはいけないので、

現在翻刻がされていない息軒の書簡などの解読を進めております。 

 現在読んでいる書簡はすべて娘須磨子に宛てたものです。読んでいくと須磨子やその家族たちを気遣う言

葉が綴られており、息軒の人柄に触れられたような気がしております。 

 業務に対する理解や息軒の知識は未熟ですが、自分の得意分野で研究発展に貢献できるように努めてまい

ります。今後ともどうぞよろしくお願いします。 

「息軒会読」は、息軒の著作をまず会員

で朗読して解釈し、講師が解説を加える

参加型の講座です。 

講師は中国や台湾で現地の学生を相

手に中国語で、中国の学問を教えていた

昨年までの記念館学芸員、現宮崎大学特

別准教授青山大介氏。とても興味深い講

座です。今年は昨年の『弁妄』に続き、

『鬼神論』と『与某生論共和政事書』を

読み解きます。詳細は2面をご覧くださ

い。お申し込みをお待ちしています。 



 🍀 老いも若きも息軒とふれあい 息軒に学んで 🍀 

今年もたくさんの園児が梅ちぎりに… 

 

 

 

 

 

 

  大久保小は校外学習で、清武小はクイズラリーで来館✨ 

    

 

 

 

 

 

  宮崎国際大学 今年も忍ケ丘教養で来館‼ 

 

 

 

 

 

 

  新富町に安井息軒記念館出前講座として‼     小牧台福寿会ご来館   
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清武幼稚園 

 

 

 

 

 

清武みどり幼稚園 

 

 

 

 

 

宮崎みどり幼稚園 

 

 

 

 

 

 

大久保小は地域探訪も 

NHK ラジオ文芸館で森鷗外著 

『安井夫人』紹介朗読 細田史雄氏 

息軒の長女須磨子や孫小太郎も

居住した大久保の小学校入学式 

ゴールデンウィーク特別企画 


